
今回の講義では，前回の講義での一次変換 (線形変換，線形
写像という言葉も同じ意味で使う．英語では linear 
transformation または linear mapping)

 の話を一般化して，任意の

に対する線形写像

が考えられて前回の講義でやったことがほとんどそのままここ
でも言えることを見ます．この講義は，教科書の　5線形写像　
pp.87-97 に書いてあることの特別な場合です．

　に対し

とする．つまり，　は， 次元縦ベクトルの全体．

が線形写像であるとは，任意の

に対し

（1）

（2）

が成り立つことである．例えば，　　　　　　　のときには
は　　　のときと同様に，座標系を入れた3次元空間と同一視できるか
ら，写像　　　　　　　　は，3次元空間の点から3次元空間の点への
変換，または　　　の部分集合としての空間図形　　　の空間図形
　　　　への変換と見ることができる．線形写像はこのような変換の特
別な場合である．

次の2つの板書は，前回の板書を編集して作ったものである．






